
平成２７年度 青少年のネット非行・被害対策情報＜第 42 号＞ 

差出人：福井県安全環境部県民安全課 

送信日：2015/12/9 

 

 

  

    

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本メールに関して御質問、お問い合わせがある場合は下記まで御連絡ください。 

 【担当】福井県安全環境部県民安全課 小林 

    電話：0776-20-0296（直通）メール：s-kobayashi-7g@pref.fukui.lg.jp 

「家庭の日」推進テーマ 12 月「一年をかえりみ、しあわせな家庭を喜ぼう」 

「青少年育成の日」推進テーマ 12 月「一年をふり返り、感謝の気持ちを持とう」 

 ゲームサイトやアプリによって提供されるソーシャルゲーム。 

 無料で気軽に始められるゲームが多い反面、ゲーム内でのアイテム購入によって課金が積みゲーム内でのアイテム購入によって課金が積みゲーム内でのアイテム購入によって課金が積みゲーム内でのアイテム購入によって課金が積み

重なり、多額のお金を浪費重なり、多額のお金を浪費重なり、多額のお金を浪費重なり、多額のお金を浪費してしまうことがあります。 

 子どもが有料だと気づかずにアイテムをクリックして購入してしまうケースもあります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【気を付けること】 

○○○○    ソーシャルゲームのソーシャルゲームのソーシャルゲームのソーシャルゲームの危険性を理解すること危険性を理解すること危険性を理解すること危険性を理解すること    

  ソーシャルゲームではゲームを進行する上で課金される場合があります。    

  「「「「友だちが持っているから」、「ゲームをクリアしたいから」という考え友だちが持っているから」、「ゲームをクリアしたいから」という考え友だちが持っているから」、「ゲームをクリアしたいから」という考え友だちが持っているから」、「ゲームをクリアしたいから」という考え    

    からお金を使い過ぎないように注意からお金を使い過ぎないように注意からお金を使い過ぎないように注意からお金を使い過ぎないように注意しましょう。 

○○○○    すべてが「無料」だと思わないように注意することすべてが「無料」だと思わないように注意することすべてが「無料」だと思わないように注意することすべてが「無料」だと思わないように注意すること    

    「無料」とされているゲームでも、ゲーム内のアイテム購入は、有料の場合がほとんどです。 

課金システムは、ゲームによってさまざまですから親としても注意が必要です。 

Ａ君は、基本料金がかからないソーシャル

ゲームで遊び始めました。Ａ君は、ゲームを

優位に進めるため、有料アイテムを何度も購

入しました。支払いには、無断で親のクレジ

ットカードを利用していました。 

 後日、２か月分の利用料としてＡ君の両親

に４００万円という高額請求が届きました。

Ａ君は両親から厳しく叱られました。両親

は、請求の免責ができないかゲーム会社に掛

け合っていますが、厳しい状況です。 


